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クシクラゲ　あなたのおしり　どこですか ボブ

・排泄の時だけ肛門が生じるらしいですね。（村田）

夜光虫　波に揺られて　光増す プロトン
・きれいな風景が浮かびます。条件が揃わないとなかなか見られないようですね。
最後のところは掛詞か、駄洒落か。（村田）

舞うアゲハ　子思う母の　ドラミング チョ娘

・前脚で葉を叩いて、幼虫が食べられる食草を探すアゲハ蝶。これをドラミングと
言いますが、まさに「子思う母」の涙ぐましい行為です。これも生命誌研究館の誇る
成果のひとつでもあります。（永田）

顕微鏡　覘けば広がる　ミクロの世界 煌

・ミクロの世界が広がっていく実感は、生きものを知る時の大事な感覚ですね。（中村）
・顕微鏡を初めてのぞいた時のワクワク感が伝わります。（齊藤）
・顕微鏡ではとても狭い範囲を見るのだけれど、そこに、肉眼では見えなかった世界が
広がっていますね。（中井）

ふしぎだな　無機から生物　生まれたの 字余りペテルギウス

・生まれたんですよね。確かに。（中村）

・私たちは進化の末にこの能力を失いました。（中村）

ゐもりの目　レンズ再生　何度でも プロトン

・20 ワットで動くもの、他に何があるでしょうか。（中村）
・生きもののエネルギー効率のよさがわかる良い句ですね。（齊藤）

のうみそは　二十ワットで　動いてる 青空広子

・蟲愛づる姫君を思い起こします。当時、姫は変人とされたようですが、現代では
親と子で愛づる。まさに生命誌そのものです。（中村）

親と子が　愛ずる虫たち　手のひらに j・h


